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１．会社概要 ・・ 窓周り商品の製造販売

２．取組動機 ・・ ＣＦＰとの出会い

３．準備段階 ① はじめの一歩 ～ 勉強会から始める

② 先進事例をマネる ～ 日本印刷産業連合会様

③ 体制構築 ～ 全社への浸透・巻き込み

４．実施段階 ① システム認証取得の「ハードル」

② 製品基礎情報収集 ～ 「算定対象」を明確に

③ 収集データのまとめ ～ データはどっから

５．活用段階 ・・ 全商品にＣＦＰマーク表示を目指す

トーソー㈱ 製造本部 管理室 新木

本日の内容

日時：2012年 5月29日（火）

「新ＣＦＰプログラム全国普及セミナー」

「経験・知識ゼロ」からのスタート
カーテンレールの取組事例

場所：北海道経済産業局

「見えないＣＯ２」を、
どうやって

ハカリにのせるか？
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①会社名；トーソー株式会社

②本社所在地；東京都中央区新川

③設 立；1949年9月

④資本金；11億7,000万円

⑤売上高；208億円（2011年3月期）

⑥主要製品；カーテンレール、ブラインドなど窓周り製品の製造販売

卜一ソーの原点であるカーテンレールは設立以来、半
世紀以上にわたって業界ナンバーワンの地位を守り続
けています。

⑦生産拠点；茨城県（つくば／水海道）、インドネシア ほか

⑧営業拠点；札幌支店（札幌市白石区中央二条3-3-10） ほか

１．会社概要

１．会社概要

窓からの発想で住空間の質的向上を目指すトーソー

営業拠点

商品展開
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近年の小売企業を中心とした環境問題への取り組みや意識の高まりか
ら、同様な要請は今後、他企業からもでてくると予測されます。

今回たまたま、コンビニが初めて依頼してきたものであり、
当社も上場企業として同種の依頼に対するＣＯ２データの準備や、
積極的なデータ開示は今後必要に迫られると思います。

製造本部の回答にある
「経済産業省が提示する排出量の算出基準を待って・・・、

来年・・・、」
では、対応があまりにも遅いのではないでしょうか。

あまりに難しすぎて、困惑しています

２．取組動機

２．取組動機

■依頼事項

■製造本部回答

■営業部門所見

コンビニ店舗で採用されている当社製品のＲＢ、ＣＲ
に関して、生産時に排出するＣＯ２量のデータ提出。

■背景

標準店を建築するにあたり､ＣＯ２排出量を調査し､現
状把握と今後のＣＯ２削減に役立てる。
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(社)産業環境管理協会様から、ＣＦＰ計算ソフトの提供、さ
らにシステム認証では専門家研修や指導員によるコンサル
ティング支援を受ける。

１つの製造ラインで、「様々な製品」を作っていますが？
「１個当たり」の材料や電気の使用量は、分かりませんが？
活動量？ 原単位？ ～ 日本語が通じない異次元の世界だ！
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PCR計画登録番号；PPR-002
計画実施事業者

株式会社トーク／トーソー株式会社／東レ株式会社
富士フイルム株式会社／共同印刷株式会社／清水印刷紙工株式会社
大日本印刷株式会社／図書印刷株式会社／凸版印刷株式会社

■(社)日本印刷産業連合会様
→ ＰＣＲ（出版・商業印刷物）策定に参加

② 先進事例をマネる

３．準備段階①

３．準備段階②

① はじめの一歩

■ＣＯ２排出量算出手法の習得
→ 勉強会から始める
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生き残るために。

お客さまに
選ばれるため、
お値段以外の
違いを打ち出す

↓
ＣＦＰマーク

■経営層の理解を得る（コンセンサス作り）
→ 「ＣＦＰプロジェクト」 実施計画書

■売り場が縮小する時代
→ 「３社に１社」は、生き残れない

３．準備段階③

３．準備段階③

③ 体制構築 ～ 全社への浸透・巻き込み

売場縮小

日程／担当

住
宅
着
工
減

少
子
高
齢
化
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４．実施段階①

① システム認証取得の「ハードル」

■取得は、下記「３つの能力」を持つ必要がある
・ＣＦＰ算定・社内検証能力
・１次データ（工場実績データ）取得能力
・マネジメントシステム（ＭＳ）構築能力

■環境ＩＳＯと同じ構造
→ 「既存のしくみ」 ＋ ＣＯ２算出手法

■大企業より、中小企業の方が有利
→ いろんな業務を、かけ持ちしている
→ 他部門の業務を、おおよそ知っている

■国内生産は、「半径１０ｍ」以内ですべて揃う
→ 管理責任者、算定者、社内検証者
→ 現場まで「徒歩１０秒」のアクセス

■（ＣＦＰ）算定・検証・公開システム要求事項

４．実施段階①
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■手順■
算定対象製品を単一
部品まで分解しなが
ら、PCRと部品表を参
照し、部品の材質や
工程にどんな設備が
あり、どういう順番
で組み立ててつくら
れているかといった
プロセス、どのよう
なエネルギーが供給
使用されているか、
さらにそこから排出
される廃棄物の概要
を把握する。

14

■ポイント■
第三者でも、収集し
たCFPデータをトレー
スできるようにする。

データ収集を４つの
ステップ分け、それ
ぞれに表紙をつけ、
資料をワンセットに
してまとめておく。

４．実施段階②

４．実施段階③

②
製品基礎情報収集

・・・ 「算定対象」を明確にする

③
収集データのまとめ

・・・ データはどっからもってきたの？

■ＣＦＰ算定にヌケ、モレなし！！
→ 審査員（消費者）の信頼を得る
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■ＣＯ２を削減した当社商品のシェアアップ結果
→ 「地球温暖化防止」になる

（ご参考）環境方針抜粋

５．活用段階

■ＣＦＰへの期待
・・ 当社全商品にＣＦＰマーク表示を目指す

■みんなでＣＯ２を削減しましょうという考え方
→ ＣＯ２排出量の算定依頼が予想されます。
→ 他社が提出に戸惑う中で、短期間での提示
→ 信頼性のあるＣＦＰルールに基づく算出結果

■ＣＦＰ導入が
→ 現場での指定・物件確保
→ 市場でのシェアアップに大きく貢献する


